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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第59期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第60期 
第１四半期連結
累計(会計)期間

第59期

会計期間

自　平成20年
　　 4月 1日
至　平成20年
　　 6月30日

自　平成21年 
　　 4月 1日 
至　平成21年 
　　 6月30日

自　平成20年
　　 4月 1日
至　平成21年
　　 3月31日

売上高 (千円) 3,022,2002,200,66112,741,478

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) 43,540△269,070 23,549

四半期純利益又は四半
期(当期)純損失(△)

(千円) 33,102△261,395△45,336

純資産額 (千円) 4,763,4764,382,2384,585,780

総資産額 (千円) 12,082,82910,960,81611,983,089

１株当たり純資産額 (円) 133.21 122.67 128.34

１株当たり四半期純利
益又は四半期(当期)純
損失(△)

(円) 0.98 △7.71 △1.34

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 37.37 37.93 36.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 228,559 33,008 267,291

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △33,597 158,883△459,962

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △363,532△300,704 71,309

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 733,868 672,266 781,077

従業員数 (名) 455 420 422

(注) 1　売上高には、消費税等は含まれていない。

2　第59期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がない

ため記載していない。第60期第１四半期連結累計(会計)期間、第59期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当

期)純利益については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式がないため記載していない。

3　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していな

い。 
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はない。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、関係会社の異動はない。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年6月30日現在

従業員数(名) 420

(注) 従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を含

む就業人員である。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年6月30日現在

従業員数(名) 333

(注) 従業員数は、当社から他社への出向を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員である。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

ある。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

　高圧機器事業 1,270,157 △26.2

　鉄構輸送機事業 181,086 △24.8

　施設機器事業 256,137 △42.6

合計 1,707,380 △29.1

(注) １　金額は販売価格による。
２　運送事業は生産形態を伴わないため省略している。
３　上記の金額には、消費税等は含まれていない。

　

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

ある。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

　高圧機器事業 1,182,559 △17.1 397,093 △6.9

　鉄構輸送機事業 218,507 △25.4 202,659 △31.2

　施設機器事業 290,090 △37.0 195,757 △34.3

合計 1,691,156 △22.4 795,509 △22.0

(注) １　運送事業は貨物運送事業を中心とするサービスを主要事業としているため省略している。

２　上記の金額には、消費税等は含まれていない。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

ある。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

　高圧機器事業 1,280,043 △17.9

　鉄構輸送機事業 143,539 △39.0

　施設機器事業 251,604 △38.8

　運送事業 640,063 △32.9

合計 2,315,250 △26.7

(注) １　セグメント間の内部売上高又は振替高を控除していない。

２　総販売実績に対し、10％以上に該当する販売先はない。

３　上記の金額には、消費税等は含まれていない。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はない。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものである。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、一部の経済指標に改善の兆候がみられたものの、雇

用・所得環境の悪化、設備投資需要の低迷が続き、景気の先行きの不透明感が未だに払拭されない状況と

なった。 

このような経済情勢のなか、当社をはじめグループ各社は、厳しい事業環境のなかコストダウンをはじ

め、営業の拡大や企業体質の強化等に取組んできた。しかしながら、当第１四半期連結会計期間の連結売

上高は、主力製品である小型ＬＰガス容器、インナーカバー、搬送機器、飼料コンテナ、運送事業等の減収

により22億円となり、前年同期を８億２千１百万円(△27.2％)下回る結果となった。経常損益について

は、グループ全般にわたってコストダウンに努めたものの、大幅に売上高が減少した結果、前年同期を３

億１千２百万円下回る２億６千９百万円の赤字となった。また、四半期純損益は２億６千１百万円の赤字

となった。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりである。

                                                       

高圧機器事業

主力製品である小型ＬＰガス容器の販売数量が20Ｋ型容器を主体に減少し、事業全体の売上高は前

年同期を２億８千２百万円(△18.2％)下回る12億６千７百万円となり、営業損益は前年同期を２億２

千９百万円下回る１億１千８百万円の赤字となった。

　

鉄構輸送機事業

鉄構製品は増収となったが、コンベヤ設備を主体とした搬送機器をはじめ鉄鋼向けインナーカバー

は、関連業界の設備投資需要が落ち込んだことから減収となり、事業全体の売上高は前年同期を９千１

百万円(△39.0％)下回る１億４千３百万円となり、営業損益は前年同期より２千４百万円悪化し１千

２百万円の赤字となった。

　

施設機器事業

畜産関連分野では、主力製品である飼料タンク及び飼料コンテナが減収となり、環境関連分野でも、

消臭装置等の受注が減少したことにより、事業全体の売上高は前年同期を１億５千９百万円(△

38.8％)下回る２億５千１百万円となり、営業損益は前年同期より２千５百万円悪化し１千万円の赤字

となった。

　

運送事業

新規荷主の開拓及び新しい顧客ニーズにも積極的に対応したが、新規参入事業者の増加による過当

競争に加え、不況による輸送需要の落ち込みにより、事業全体の売上高は前年同期を２億８千８百万円

(△34.9％)下回る５億３千８百万円となり、営業損益は前年同期より２千１百万円悪化し３千万円の

赤字となった。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ10億２千２百万円(△8.5％)減少

し、109億６千万円となった。資産の部については、受取手形及び売掛金が６億７千８百万円、現金及び預

金が１億２千１百万円、営業外受取手形を主体にその他流動資産が３億３千万円それぞれ減少した。一

方、投資有価証券が１億２千３百万円増加した。

 負債の部については、未払費用が１億２千６百万円、繰延税金負債を主体にその他固定負債が４千３

百万円それぞれ増加したが、支払手形及び買掛金が３億４千７百万円、短期借入金が２億６千６百万円、

退職給付引当金が１億９千４百万円それぞれ減少したことにより、負債合計は８億１千８百万円減少し

65億７千８百万円となった。

また、純資産の部では、その他有価証券評価差額金が６千９百万円増加したが、四半期純損益が２億６

千１百万円の赤字となったことにより、純資産合計では２億３百万円減少し43億８千２百万円となった。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、売上債権の回

収が進み、有形固定資産の売却による収入があったものの、退職金の支払い、たな卸資産の増加、仕入債務

の支払、借入金の返済により、前連結会計年度末に比べ１億８百万円減少し、６億７千２百万円となった。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、３千３百万円であった（前年同期は得られた資金が２億２千８百万

円）。これは、たな卸資産の増加、仕入債務の減少、退職金の支払はあったものの、売上債権の回収が進ん

だことによるものである。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果得られた資金は、１億５千８百万円であった（前年同期は使用した資金が３千３百万

円）。これは、主に固定資産の取得はあったものの固定資産の売却による収入によるものである。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、３億円であった（前年同期は使用した資金が３億６千３百万円）。こ

れは、借入金の返済によるものである。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はない。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は３百万円である。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において主要な設備に重要な異動はない。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はない。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はない。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年6月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年8月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,200,00034,200,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数　1,000株

計 34,200,00034,200,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はない。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はない。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年6月30日 ― 34,200,000― 1,710,000― 329,299

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握していない。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す
ることができないため、直前の基準日である平成21年3月31日の株主名簿により記載している。

① 【発行済株式】

平成21年3月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　25,000

― ―

（相互保有株式）
普通株式　656,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式33,387,000 33,387 ―

単元未満株式 普通株式　132,000 ― 1単元未満の株式

発行済株式総数 34,200,000― ―

総株主の議決権 ― 33,387 ―

(注)　1　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権1個)含まれて
いる。

 2　「単元未満株式」欄の普通株式には、中鋼運輸株式会社所有の相互保有株式842株及び当社所有の自己株式774
株が含まれている。

　

② 【自己株式等】

平成21年3月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

中国工業株式会社
広島市中区小町2-26 25,000 ― 25,000 0.07

（相互保有株式）

中鋼運輸株式会社
広島県呉市広町田2-7-41 590,000― 590,000 1.73

（相互保有株式）

第一興産有限会社
広島県呉市広名田1-3-1 26,000 ― 26,000 0.08

（相互保有株式）

西日本産興有限会社
広島県呉市広名田1-3-1 15,000 ― 15,000 0.04

（相互保有株式）

有限会社エヌシーケー
広島県呉市広名田1-3-1 10,000 ― 10,000 0.03

（相互保有株式）

高圧プラント検査株式会社
広島県呉市広名田1-3-1 10,000 ― 10,000 0.03

（相互保有株式）

三慶商事有限会社
広島県呉市広名田1-3-1 5,000 ― 5,000 0.01

計 ― 681,000― 681,000 1.99

(注)　株主名簿上は中鋼運輸株式会社の名義となっているが、実質的に同社が所有していない株式が11,000株ある。な
お、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めている。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　4月 　5月 　6月

最高(円) 104 138 145

最低(円) 83 88 119

(注)　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものである。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はない。

EDINET提出書類

中国工業株式会社(E01366)

四半期報告書

 9/22



第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成している。

なお、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成している。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間(平成

21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受

けている。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなっている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,077,498 1,198,850

受取手形及び売掛金 2,768,754 3,447,604

製品 197,256 212,016

仕掛品 825,205 777,245

原材料及び貯蔵品 306,627 303,136

その他 356,472 686,647

貸倒引当金 △5,490 △5,630

流動資産合計 5,526,323 6,619,868

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 787,513

※１
 799,310

機械装置及び運搬具（純額） ※１
 420,720

※１
 451,135

土地 2,305,458 2,305,458

リース資産（純額） ※１
 277,269

※１
 269,459

建設仮勘定 2,787 1,025

その他（純額） ※１
 32,783

※１
 35,987

有形固定資産合計 3,826,534 3,862,376

無形固定資産 45,462 46,393

投資その他の資産

投資有価証券 1,154,813 1,031,088

長期貸付金 3,000 3,000

建設協力金 47,790 49,260

繰延税金資産 14,019 20,642

その他 392,622 398,064

貸倒引当金 △49,748 △47,604

投資その他の資産合計 1,562,496 1,454,450

固定資産合計 5,434,493 5,363,220

資産合計 10,960,816 11,983,089
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,461,519 1,808,701

短期借入金 1,649,320 1,915,988

リース債務 32,078 27,285

未払金 80,921 184,626

未払費用 197,804 71,451

未払法人税等 6,374 37,509

未払消費税等 22,996 59,538

賞与引当金 45,319 18,681

役員賞与引当金 2,500 10,000

前受金 181,678 155,045

その他 30,562 77,570

流動負債合計 3,711,073 4,366,397

固定負債

長期借入金 322,199 346,616

リース債務 263,842 253,401

退職給付引当金 2,043,857 2,238,334

役員退職慰労引当金 104,138 102,562

その他 133,467 89,997

固定負債合計 2,867,504 3,030,912

負債合計 6,578,578 7,397,309

純資産の部

株主資本

資本金 1,710,000 1,710,000

資本剰余金 329,347 329,347

利益剰余金 2,039,233 2,300,629

自己株式 △79,646 △79,526

株主資本合計 3,998,933 4,260,450

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 158,357 89,190

評価・換算差額等合計 158,357 89,190

少数株主持分 224,946 236,139

純資産合計 4,382,238 4,585,780

負債純資産合計 10,960,816 11,983,089
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 3,022,200 2,200,661

売上原価 2,398,543 1,927,513

売上総利益 623,657 273,148

販売費及び一般管理費 ※
 595,798

※
 547,245

営業利益又は営業損失（△） 27,858 △274,097

営業外収益

受取利息 229 328

受取配当金 9,260 9,276

その他 24,333 13,987

営業外収益合計 33,823 23,593

営業外費用

支払利息 6,257 8,083

出向者人件費 8,656 8,164

その他 3,227 2,319

営業外費用合計 18,141 18,567

経常利益又は経常損失（△） 43,540 △269,070

特別利益

固定資産売却益 407 386

投資有価証券売却益 5,099 －

貸倒引当金戻入額 1,522 －

特別利益合計 7,029 386

特別損失

固定資産除売却損 6,961 2,664

投資有価証券評価損 3,600 －

特別損失合計 10,561 2,664

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

40,008 △271,349

法人税、住民税及び事業税 20,059 5,184

法人税等調整額 △10,744 △3,412

法人税等合計 9,314 1,771

少数株主損失（△） △2,408 △11,725

四半期純利益又は四半期純損失（△） 33,102 △261,395
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

40,008 △271,349

減価償却費 58,216 67,090

貸倒引当金の増減額（△は減少） 865 2,004

退職給付引当金の増減額（△は減少） △146,378 △194,477

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △14,245 1,576

賞与引当金の増減額（△は減少） △112,569 26,638

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,500 △7,500

受取利息及び受取配当金 △9,490 △9,605

支払利息 6,257 8,083

有形固定資産売却損益（△は益） 6,553 2,278

投資有価証券売却損益（△は益） △5,099 －

投資有価証券評価損益（△は益） 3,600 －

売上債権の増減額（△は増加） 908,149 680,026

たな卸資産の増減額（△は増加） △302,857 △36,691

その他の資産の増減額（△は増加） △66,528 88,048

仕入債務の増減額（△は減少） △283,236 △347,182

未払消費税等の増減額（△は減少） △30,009 △36,541

割引手形の増減額（△は減少） △31,592 △1,175

その他の負債の増減額（△は減少） 227,243 94,899

小計 241,386 66,122

利息及び配当金の受取額 9,599 9,714

利息の支払額 △5,880 △7,893

法人税等の支払額 △16,546 △34,934

営業活動によるキャッシュ・フロー 228,559 33,008

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △7,690 △9,460

定期預金の払戻による収入 24,000 22,000

有形固定資産の取得による支出 △57,042 △106,261

有形固定資産の売却による収入 4,350 254,995

投資有価証券の取得による支出 △3,402 △2,390

投資有価証券の売却による収入 11,427 －

その他 △5,239 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,597 158,883

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 △250,000

長期借入金の返済による支出 △60,882 △41,085

自己株式の取得による支出 △34 △120

リース債務の返済による支出 － △6,882

少数株主への配当金の支払額 △2,616 △2,616

財務活動によるキャッシュ・フロー △363,532 △300,704

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △168,571 △108,811

現金及び現金同等物の期首残高 902,439 781,077

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 733,868

※
 672,266
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年4月1日　至　平成21年6月30日)

該当事項はない。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年4月1日　至　平成21年6月30日)

該当事項はない。

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年4月1日　至　平成21年6月30日)

該当事項はない。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間 (自　平成21年4月1日 至　平成21年6月30日)

該当事項はない。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末

(平成21年6月30日)
前連結会計年度末
(平成21年3月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は5,256,643千
円である。

　２　受取手形割引高は34,457千円である。
　３　コミットメントライン契約
　　　運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行３
行と貸出コミットメントライン契約を締結して
いる。 
　当第１四半期連結会計期間末におけるこの契
約に基づく借入未実行残高等は次のとおりであ
る。 

コミットメントラインの総額 1,000,000千円

借入実行残高 300,000　

差引 700,000　

　４　財務制限条項
　　　金融機関からの借入金の一部について、財務制限
条項が付されており、次のいずれかに抵触した
場合には、当該借入金を一括返済することがあ
る。 
①決算期末日における単体の貸借対照表におけ
る純資産の部の金額を前年同期比75％以上に維
持すること。 
②決算期における単体の損益計算書に示される
経常損益が、２期連続して損失とならないよう
にすること。 

※１　有形固定資産の減価償却累計額は5,198,174千
円である。

　２　受取手形割引高は35,632千円である。
　３　コミットメントライン契約
　　　運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行３
行と貸出コミットメントライン契約を締結して
いる。 
　当連結会計年度におけるこの契約に基づく借
入未実行残高等は次のとおりである。 

コミットメントラインの総額 1,000,000千円

借入実行残高 550,000　

差引 450,000　

 
　４　財務制限条項
　　　金融機関からの借入金の一部について、財務制限
条項が付されており、次のいずれかに抵触した
場合には、当該借入金を一括返済することがあ
る。 
①決算期末日における単体の貸借対照表におけ
る純資産の部の金額を前年同期比75％以上に維
持すること。 
②決算期における単体の損益計算書に示される
経常損益が、２期連続して損失とならないよう
にすること。 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年4月1日
至　平成20年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年4月1日
至　平成21年6月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりである。

運送費 142,408千円

役員報酬 44,812　

役員賞与引当金繰入額 2,500　

給料・賞与 127,397　

貸倒引当金繰入額 2,387　

賞与引当金繰入額 18,641　

法定福利費 27,444　

退職給付費用 12,676　

役員退職慰労引当金繰入額 1,576　

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりである。

運送費 107,070千円

役員報酬 38,371　

役員賞与引当金繰入額 2,500　

給料・賞与 148,673　

貸倒引当金繰入額 2,004　

賞与引当金繰入額 16,198　

法定福利費 29,671　

退職給付費用 12,780　

役員退職慰労引当金繰入額 1,576　

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年4月1日
至　平成20年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年4月1日
至　平成21年6月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,024,551千円

預入期間が３か月超の定期預金 △290,682

現金及び現金同等物 733,868
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,077,498千円

預入期間が３か月超の定期預金 △405,232

現金及び現金同等物 672,266
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年6月30日)及び当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成21年4月1

日　至　平成21年6月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 34,200,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 308,869

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はない。

　
４　配当に関する事項

　　　該当事項はない。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はない。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年4月1日　至　平成20年6月30日)

　

　
高圧機器事
業(千円)

鉄構輸送機
事業(千円)

施設機器事
業(千円)

運送事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全
社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

1,549,344235,300410,816826,7393,022,200 ― 3,022,200

(2) セグメント間の内
　　部売上高又は振替高

9,697 ― ― 127,270136,967(136,967) ―

計 1,559,041235,300410,816954,0103,159,167(136,967)3,022,200

営業利益又は営業損失
(△)

111,90312,03415,509△9,337130,110(102,251)27,858

(注) 1　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっている。　

2　各区分の主な製品等　

(1)高圧機器事業……ＬＰガス容器、その他高圧ガス容器、ＬＰガスバルク容器・貯槽、ＬＰガス設備

(2)鉄構輸送機事業…トランスケース、搬送機器設備、インナーカバー

(3)施設機器事業……飼料タンク、畜産機材、各種ＦＲＰ製品、消臭装置

(4)運送事業…………一般区域貨物運送、倉庫業

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年4月1日　至　平成21年6月30日)

　

　
高圧機器事
業(千円)

鉄構輸送機
事業(千円)

施設機器事
業(千円)

運送事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全
社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

1,267,035143,539251,604538,4822,200,661 ― 2,200,661

(2) セグメント間の内
　　部売上高又は振替高

13,007 ― ― 101,580114,588(114,588) ―

計 1,280,043143,539251,604640,0632,315,250(114,588)2,200,661

営業利益又は営業損失
(△)

△118,008△12,685△10,426△30,702△171,823(102,273)△274,097

(注) 1　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっている。　

2　各区分の主な製品等　

(1)高圧機器事業……高圧ガス容器（ＬＰガス及びその他の高圧ガス）、ＬＰガスバルク貯槽、ＬＰガス設備、

　　　　　　　 ＬＰガス貯槽、その他の高圧ガス貯槽、その他高圧ガス関連設備の製造販売

(2)鉄構輸送機事業…搬送機器設備の設計施工、インナーカバー及びその他各種鉄構製品の製造販売、

　　　　　　　 トランスケースの製造

(3)施設機器事業……飼料用タンク及びコンテナ、廃水処理装置、畜産機材、薬品タンク、

　　　　　　　 脱臭装置及びその他各種ＦＲＰ（強化プラスチック）製品の製造販売

(4)運送事業…………一般区域貨物運送業、引越業、倉庫業

　

EDINET提出書類

中国工業株式会社(E01366)

四半期報告書

18/22



【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年4月1日　至　平成20年6月30日)
当社グループは本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグ
メントは記載していない。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年4月1日　至　平成21年6月30日)
当社グループは本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグ
メントは記載していない。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年4月1日　至　平成20年6月30日)
当社グループは海外売上高がないため、海外売上高は記載していない。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年4月1日　至　平成21年6月30日)
当社グループは海外売上高がないため、海外売上高は記載していない。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額
　

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年6月30日)

前連結会計年度末
(平成21年3月31日)

　 　

　 122.67円
　

　 　

　 128.34円
　

　
２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額
　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年 4月1日
至　平成20年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年 4月1日
至　平成21年6月30日)

１株当たり四半期純利益金額 0.98円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

―
　

１株当たり四半期純損失（△）金額 △7.71円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

―

　

(注) １　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式がないため記載していない。前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益については、潜在株式がないため記載していない。

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年4月 1日
至　平成20年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年4月 1日
至　平成21年6月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失（△）(千円)

33,102 △261,395

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失（△）(千円)

33,102 △261,395

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 33,896 33,891

　

(重要な後発事象)

該当事項はない。

　

２【その他】

該当事項はない。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成20年8月8日

中国工業株式会社

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　近　　藤　　敏　　博　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　家　　元　　清　　文　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中国

工業株式会社の平成20年4月1日から平成21年3月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平成20

年4月1日から平成20年6月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論

を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中国工業株式会社及び連結子会社の平成20年6

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月７日

　

中国工業株式会社

取締役会  御中
　
　

有限責任監査法人トーマツ

　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　近　　藤　　敏　　博　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　家　　元　　清　　文　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中国

工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中国工業株式会社及び連結子会社の平成21年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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